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戦
後
、
ロ
マ
ン
ス
シ
ー
ト
の
急

行
電
車
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
導
入

な
ど
も
あ
っ
た
が
、
自
動
車
の
普

及
で
乗
客
が
減
り
続
け
、
定
山
渓

鉄
道
は
四
十
四
年
十
月
三
十
一
日

廃
止
と
な
っ
た
。

北海道鉄道

沼ノ端～苗穂

北
海
道
鉄
道
の
誕
生

札
幌
・
室
蘭
間
の
ル
ー
ト
は
、

明
治
初
期
か
ら
注
目
は
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
炭
鉱
と
港
を
結
ぶ

鉄
道
整
備
が
優
先
さ
れ
て
い
っ
た

た
め
、
こ
の
ル
ー
ト
の
鉄
道
開
業

は
遅
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

鵡
川
流
域
の
鉱
物
開
発
と
鉄
道

運
輸
を
目
的
と
し
て
、
北
海
道
鉱

業
鉄
道
株
式
会
社
が
誕
生
し
た
の

は
大
正
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
九

年
に
は
、
沼
ノ
端
停
車
場
を
出
発

へ

と

な
い

点
と
し
て
、
一
方
は
辺
富
内
（
現

穂
別
町
）
へ
、
も
う
一
方
は
苗
穂

へ
の
鉄
道
工
事
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
鉱
山
開
発
を
断
念
し
た

同
社
は
、
本
社
を
東
京
か
ら
白
石

村
に
移
し
、
十
三
年
三
月
に
北
海

道
鉄
道
株
式
会
社
に
改
称
。
鉄
道

経
営
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
沼
ノ
端
・
苗
穂
間

六
十
二
・
六
キ
ロ
は
、
十
五
年
八

月
二
十
五
日
に
開
業
し
た
。

開
業
に
沸
く
白
石
村

つ
き
さ
っ
ぷ

白
石
村
に
は
、
東
札
幌
、
月
寒
、

大
谷
地
、
上
野
幌
の
各
駅
が
開
業

し
、
岩
見
沢
経
由
だ
っ
た
札
幌
・

室
蘭
間
の
行
程
は
大
幅
に
短
縮
さ

れ
た
。
札
幌
や
沿
線
の
人
々
の
喜

び
よ
う
も
相
当
な
も
の
で
、
大
正

十
五
年
八
月
二
十
一
日
の
白
石
村

で
の
祝
賀
会
に
は
、
内
外
の
著
名

人
が
出
席
し
、
紅
白
の
も
ち
を
ま

い
て
祝
っ
た
と
い
う
。
列
車
は
規

則
正
し
く
一
日
五
往
復
し
、
農
作

業
を
す
る
人
た
ち
の
昼
食
や
作
業

終
了
の
時
を
知
る
時
計
代
わ
り
に

も
な
っ
て
い
た
。

な
お
、
東
札
幌
駅
は
前
述
の
定

山
渓
鉄
道
と
の
交
差
点
と
な
っ
て

お
り
、
同
鉄
道
の
廃
止
ま
で
共
用

さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

政
府
に
買
収
さ
れ
千
歳
線
に

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
十

八
年
八
月
一
日
、
陸
上
交
通
整
備

強
化
を
理
由
に
、
沼
ノ
端
・
苗
穂

間
は
政
府
に
買
収
さ
れ
、
国
有
鉄

道
の
千
歳
線
と
な
っ
た
。

戦
後
、
函
館
本
線
と
と
も
に
、

道
央
・
道
南
を
結
ぶ
交
通
の
大
動

脈
に
発
展
し
た
が
、
増
加
す
る
旅

客
や
貨
物
に
対
応
す
る
に
は
急
カ

ー
ブ
が
障
害
と
な
り
、
鉄
道
を
切

り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

苗
穂
か
ら
白
石
を
経
由
す
る
複

線
化
の
工
事
に
入
っ
た
の
は
、
四

十
年
の
こ
と
で
、
四
十
八
年
九
月

九
日
に
全
線
が
複
線
化
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
切
り
替
え
作
業
は
、
朝

の
六
時
か
ら
夕
方
の
六
時
ま
で
百

三
十
五
本
の
列
車
を
運
休
さ
せ
、

述
べ
千
四
百
五
十
人
の
作
業
員
を

動
員
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
切
り
替
え
で
上
野
幌
駅
は

移
設
、
大
谷
地
駅
は
廃
止
と
な
っ

た
。
月
寒
駅
は
、
五
十
一
年
十
月

一
日
の
廃
止
ま
で
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

工
場
の
積
み
出
し
駅
と
し
て
貨
物

営
業
を
継
続
。
東
札
幌
駅
も
函
館

本
線
の
支
線
に
組
み
込
ま
れ
、
貨

物
駅
と
し
て
営
業
を
続
け
た
が
、

四
十
三
年
に
開
設
さ
れ
た
大
谷
地

の
新
札
幌
駅
（
後
の
札
幌
貨
物
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
）
に
次
第
に
役
割
を

奪
わ
れ
、
六
十
一
年
十
一
月
一
日

に
つ
い
に
廃
止
と
な
っ
た
。

切
り
替
え
に
伴
っ
て
以
前
の
路

線
は
旧
千
歳
線
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
跡
地
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
や
公
園
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
札
幌
駅

跡
地
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
や
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

立
ち
並
ぶ
市
民
交
流
や
産
業
の
拠

点
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き

る
こ
と
に
な
る
。（
文
中
敬
称
略
）

◆
複
写
転
載

�
Ｊ
Ｔ
Ｂ
発
行
「
時
刻
表
復
刻
版

＜

戦
前
・
戦
中
編＞

」、
�
三
宅
俊

彦
編
・
解
説
「
復
刻
版
明
治
大
正
時

刻
表
」（
新
人
物
往
来
社
刊
）、
�
お

よ
び
�
札
幌
市
写
真
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

提
供
、
�
Ｊ
Ｔ
Ｂ
発
行
「
時
刻
表
復

刻
版＜

戦
後
編
３＞

」、
�
同
発
行

「
時
刻
表
復
刻
版＜

戦
後
編＞

」

◆
参
考
文
献

白
石
村
誌
、
白
石
歴
し
る
べ
、
さ

っ
ぽ
ろ
文
庫
（
教
育
委
員
会
編
「
札

幌
の
駅
」）、
北
海
道
の
鉄
道
（
田
中

和
夫
著
）、
停
車
場
変
遷
大
事
典

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
発
行
）、
時
刻
表
百
年
史

（
松
尾
定
行
・
三
宅
俊
彦
著
）
ほ
か

�
開
業
間
も
な
い
昭
和
初
期
の
月
寒
駅
。

当
時
は
客
車
と
貨
物
の
混
合
編
成
列
車

が
走
っ
て
い
た
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